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近 年 大 麻 事 犯 の 検 挙 人 員 は 、

平 成 ２ ５ 年 以 降 増 加 の 一 途 を 辿

り 、 昨 年 の 検 挙 人 員 は 統 計 を 取 り

始 め て 以 降 最 多 を 記 録 し 、 増 加

傾 向 に 転 じ た 平 成 ２ ５ 年 当 時 の

約 ２ 倍 と な り ま し た 。

こ の よ う な 大 麻 事 犯 増 加 の 背

景 に は 、 大 麻 の 有 害 性 に つ い て の

認 識 の 誤 り や 、 若 年 層 を 中 心 と し

た 大 麻 の 乱 用 拡 大 が あ る と 考 え

ら れ ま す 。

大 麻 事 犯 検 挙 人 員 は 、 ２ ０ 歳 代 が

全 体 の 約 ４ 割 を 占 め 、 ２ ０ 歳 未 満 を

合 わ せ る と 全 体 の 半 数 に も 上 り ま す 。

全 国 的 に 見 る と 、 平 成 ２ ５ 年 当 時 、

２ ０ 歳 未 満 の 検 挙 人 員 は ５ ９ 人 で あ る

の に 対 し 、 昨 年 は ２ ９ ７ 人 と 約 ５ 倍 に

増 加 し て い ま す 。

奈 良 県 に つ い て も 平 成 ２ ５ 年 当 時

２ ０ 歳 代 と ２ ０ 歳 未 満 の 検 挙 人 員 を

合 わ せ て １ ２ 名 で あ る の に 対 し 、 昨

年 は ３ ７ 名 と 約 ３ 倍 に 増 加 し て い る

現 状 で す

警 察 庁 が 、 大 麻 に 対 す る 危 険 （ 有

害 ） 性 の 認 識 に つ い て 調 査 し た 結 果 、

大 麻 が 有 害 で あ る と 回 答 し た の は 全

体 の ３ ０ ． ８ ％ に 過 ぎ ず 、 大 麻 の 危

険 （ 有 害 ） 性 が 軽 視 さ れ て い る 現 状

が あ り 、 大 麻 事 犯 が 若 年 層 化 し て い

る １ つ の 要 因 と な っ て い る と 考 ら れ

ま す 。
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大麻事犯年齢別検挙人員の推移

５０歳以上 ４０～４９歳 ３０～３９歳

２０～２９歳 ２０歳未満 検挙人員

２０未満
12%

20歳～29歳
38%

30歳～39歳
31%

40歳～49歳
11%

50歳以上
8%

２０未満
10%

20歳～29歳
39%

30歳～39歳
34%

40歳～49歳
12%

50歳以上
5%

平

成

２

９

年

全

国

警

察

大

麻

事

犯

年

齢

別

検

挙

人

員

平

成

２

９

年

奈

良

県

警

察

大

麻

事

犯

年

齢

別

検

挙

人

員


